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⃝株式会社hachi hachi
株式会社hachi hachi（代表取締役 小池 泰子 様）は、“髪の
あるなし”に関わらず美容を楽しめる完全プライベートサロン
を運営しています。
最大の特長は、一般的な美容室のサービスに加え、医療美容
サービスを提供することです。
医療美容師は、脱毛症やケガ、抗がん剤治療によって髪を失
うなど、外見の変化に対して美容師という立場からサポート
します。同社代表は、一般社団法人ランブスから医療美容師
の認定を受けており、心と体のケアに併せ、ウィッグカット
やメイクなどで外見をサポートするなど、お客さまの気持ち
に寄り添う姿勢を大切にしています。
同社は東北初の医療美容認定サロンとして、美容の新たな価
値の創出が期待され、ファンドによる支援を行いました。

⃝筑波フォレスト株式会社
筑波フォレスト株式会社（代表取締役 小田 直樹 様）は、
林業向けの機械を製造・販売する関連会社（筑波重工株式
会社）と連携し、林業の自動化に取組んでいます。
林業での草刈り、植林はまだまだ人力によるところが大きい中、同社は関
連会社で開発した草刈り機や植林機を活用し、林業現場での能率を高める
ことで、作業現場における効率化、人材不足の解消として大きな効果が見
込まれています。
一事業体で完全な循環型の林業の実現と林業現場での作業変革に大きく寄
与することが期待され、ファンドによる支援を行いました。

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている事業者の皆さまへの支援

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている事業者の皆さまには、岩手県制度融資や株式会社日本政策金融公庫と
連携したご融資をはじめ、国や市町村で実施している各種支援策の情報をタイムリーにお届けし、事業の継続に必要
な資金繰りの支援を行っています。
また、新型コロナウイルス感染症の影響により受注や仕入に問題を抱える事業者の皆さまの課題解決の一助として、
信用金庫のネットワークを活用したビジネスマッチング支援にも取組んでいます。

創業・起業・本業支援

「もりおかSDGsファンド」は、地域における社会課題の解決・SDGs（持続可能な開発目標）、起業家・経営革新企業
の創出、コロナ禍からの復活を投資テーマとし、盛岡広域圏の自治体との連携のもと、SDGsに基づく17のゴールの
達成および社会課題解決に取組む企業へのリスクマネーの供給と経営に対するハンズオン支援を通じ、事業の成長、
雇用拡大、地元経済・産業の発展に貢献するものです。
当ファンドは、当金庫、盛岡市、滝沢市、矢巾町、ＦＶＣ Ｔｏｈｏｋｕ株式会社との共同出資により設立され、のち
に紫波町が加入しました。ファンド総額は199百万円、設立から令和4年9月末までの投資実績は12社84百万円です。

「もりおかSDGsファンド」（もりおかSDGs投資事業有限責任組合） �

地域の課題解決に取組み、地域社

投資先のご紹介 �



経営相談・財務診断、法律・税務相談、商圏調査・マーケティングなど、外部支援機関との幅広いネットワークを活
用し、経営改善・事業再生に向け、お取引先に適したきめ細やかで付加価値の高いサービスを提供しています。

当金庫は株式会社東北銀行、株式会社日本政策金融公庫、株式会社
ＡＧＳコンサルティングとの共同出資により「とうぎん・もりしん
アグリ投資事業有限責任組合」を設立しました。
ファンドによる「資本に対するリスクマネーの供給」を通じ、岩手
の基幹産業である農業を支援しています。
農業法人投資育成事業に係るファンドの、信用金庫と地方銀行によ
る共同設立は全国初の取組みです。

とうぎん・もりしんアグリファンドによる農業支援 �

事業経営者の高齢化が進む中で、外部支援機関との幅広いネットワークを活用し、後継者問題に悩むお取引先への事
業承継支援やＭ＆Ａのご相談をお受けしています。

成長・安定化支援

全国初の取組みとして、事業の悩み・課題解決の一助を目的に、
平成26年12月から岩手県よろず支援拠点との合同相談会を開催
し、これまでに延べ544事業先（令和4年9月末時点）のご相談
を受けました。
よろず支援拠点では、単なる問題点の指摘や現状分析に終わらず、
強みを見つけ、具体的な戦略を立て、成果に導く支援をしていま
す。令和2年度からはテレビ会議システムを活用し、お近くの営
業店でご相談できる態勢を整えています。

岩手県よろず支援拠点との連携 �

事業再生支援

事業承継支援

会の持続可能な発展をめざします。

当金庫野球部（第66回東北地区信用金庫野球大会 優勝）3年ぶりに開催された「盛岡さんさ踊り」へ参加



当金庫は、国際連合が提唱するSDGs(持続可能な開発目標)の
達成に、より一層貢献していくことを目的として、盛岡信用
金庫「SDGs宣言」を策定しました。また、岩手県内の6信用
金庫(盛岡信用金庫・宮古信用金庫・一関信用金庫・北上信用
金庫・花巻信用金庫・水沢信用金庫)で、「SDGs共同宣言」を
公表いたしました。
今後も、「地域経済」「地域社会」「地域環境」の3つの側面か
らお取引先をはじめ、地域社会が抱える課題の解決と持続可
能な社会の実現に努め、地域金融機関としての使命を果たし
てまいります。

SDGs（持続可能な開発目標）への取組み

当金庫では、余資運用の一環として、グリーンボンドやサステナビリティボンド、ジェンダーボンド（ソーシャルボ
ンド）およびESG関連ファンドへ投資しています。これらの対象は、環境問題、社会的課題さらには企業統治等へ配
慮している企業等への投資であり、引き続き、当金庫の経営理念の実践およびSDGs達成に向け、適切なリスク管理
のもと取組んでいきます。

SDGs関連債券等への投資 �

「もりおかSDGsファンド」投資先である株式会社盛岡書房
（代表取締役 高舘 美保子 様）の「古本回収（寄付）ボックス」
を当金庫23店舗に設置し、お客さまをはじめ当金庫役職員か
ら古本の寄付を募っています。
同社は、本を中心とした街づくりを通して雇用を創出する書
店です。新刊本の販売や古本のリユース、本に関連したイベ
ントを積極的に手掛けることで、本の好循環を生み出します。
令和4年2月から遠野市の図書館「こども本の森遠野」と連携
した新たなプロジェクトを開始しました。同図書館の棚から
入れ替えする本や、当金庫遠野支店の「古本回収（寄付）ボッ
クス」に寄付していただいた本の査定額を基に、販売した代
金の一部を図書館の運営費として循環させる取組みです。

「古本回収（寄付）ボックス」の設置 �

当金庫では、お客さまの課題解決支援の強化に向け、役職員
のSDGs・ESG金融に係る意識醸成、ノウハウ・スキルの向上
を図るため、定期的に研修会を開催しています。
令和４年6月7日、当金庫の創立120周年記念事業の一環とし
て、ESG金融の有識者であります三菱UFJリサーチ＆コンサ
ルティング株式会社の吉高まり様を講師に招き、役職員約50
名が参加し、SDGs・ESG金融に係る研修会を開催しました。

創立120周年記念事業　SDGs・ESG金融に係る研修会を開催 �

当金庫は、東京海上日動火災保険株式会社と包括連携協定を締結し、令和4年4月より、同社が提供する「SDGs診
断サービス」の取扱いを開始しました。本サービスを活用し、お客さまのSDGsに対する理解の向上やSDGs宣言書
の作成支援、課題解決に向けた金融商品・サービスのご提案を実施しており、令和4年9月末までの提供実績は29件
となっています。

SDGs診断サービスの取扱い開始 �



森林を整備し、水源涵養など森林の公益的機能の向上を目的として、平成23年11月、
紫波町と「紫波企業の森づくりに関する協定」を締結しました。
本活動は、紫波町における燃料供給態勢確立へ向けての支援事業の一環として、平
成24年から令和8年までの15年間にわたり実施します。
森林整備を通じ、二酸化炭素吸収、水源涵養、土砂流出防止等のほか、間伐によっ
て搬出された木材は、木質チップとして再資源化することにより地域内のエネル
ギーとして活用されます。
第11回目となる令和4年度の活動は、令和4年6月18日に新入職員を対象としてこれまでの経緯説明の他、ラ・フ
ランス温泉館の再生可能エネルギー設備の見学、「令和の森」育樹作業とクヌギの苗木5本を植樹しました。

「紫波企業の森づくり」森林環境保全活動 �

環境保全への取組み

平成25年の春から、子供たちが自然を大切にする心・郷土を愛する心を育み、心豊かでたくましく成長すること
を願い、盛岡信用金庫「桜の札所・絵画コンクール」を開催しています。
第10回目となる令和4年春のコンクールには、1,358点の作品を25校1団体の児童よ
りご応募いただき、うち27点を受賞作品として選定しました。
令和4年8月11日～16日の期間中、パルクアベニュー・カワトク7階ロイヤルルーム
他を会場に、第10回盛岡信用金庫「桜の札所・絵画コンクール」応募作品展示会を開
催し、小学生の絵画と併せ幼稚園・保育園の園児が制作した桜の「貼り絵」、ことり
さわ学園の園生が制作した桜の「切り絵」を展示しました。

第10回盛岡信用金庫「桜の札所・絵画コンクール」 �

平成20年度より、荒廃裸地化した鉱山跡地を森林に戻
そうと八幡平松尾鉱山跡地に「友情の森」と名付け、
森林再生活動に取組んでいます。
こ れ ま で に 植 樹 し た 苗 木 は
1,000本を超え、最初に植樹し
た苗木は9m超の樹木に成長し
たものもあり、少しずつ森が形
成されています。

「八幡平松尾鉱山跡地」森林再生活動 �

昭和26年（1951年）6月15日に「信用金庫法」が公
布・施行されたことにちなみ、6月15日を「信用金庫
の日」と定め、全国の信用金庫が毎年地域に密着した
取組みを実施しています。
当金庫では、令和4年6月～12月の期間中、第6回「も
りしん愛の献血運動2022」を
実施し献血の協力をしています。
令和4年7月14日「献血バス」
の会場として当金庫本店駐車場
を開放し、献血に協力しました。

第6回「もりしん愛の献血運動2022」 �
～6月15日は
　信用金庫の日～

平成20年度から二戸地区信友会連絡協議会が主催する
「二戸地区信友会連絡協議会学童軟式野球大会」へ後
援・協賛しています。
第36回二戸地区信友会連絡協議会学童軟式野球大会が、
令和4年7月23日・24日、一
戸町総合運動公園野球場を会
場に開催されました。
本大会は、二戸地区から選抜
されたスポーツ少年団6チーム
が出場し、ファイトあふれるプ
レーが繰り広げられました。

第36回二戸地区信友会連絡協議会 �
学童軟式野球大会

【優勝】福岡ジャガーズ（二戸信友会）

平成26年度から岩手県野球協会が主催する「岩手県学
童軟式野球選手権大会」へ特別協賛しています。
第36回岩手県学童軟式野球選手権大会「もりしんカッ
プ」は、令和4年7月30日・31日・8月6日・7日の日
程で、雫石町営野球場と雫石町営鶯宿グラウンドA・
B・Cを会場に開催されました。
本大会は、岩手県下より各地区
の予選を勝ち抜いたスポーツ少
年団32チームが出場し、ファイ
トあふれるプレーが繰り広げら
れました。

第36回岩手県学童軟式野球選手権大会 �
「もりしんカップ」

【優勝】米崎リトルスポーツ少年団（陸前高田市代表）



貸出金の状況
[貸出金残高の推移]
令和4年9月末の貸出金残高は、前年同期比で7,774百万円増加し、135,617百万円となりました。
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預金積金の状況
[預金積金残高の推移]
令和4年9月末の預金積金残高は、前年同期比で3,660百万円増加し、268,784百万円となりました。
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収益の状況

 （単位：百万円）

令和3年9月末 令和4年9月末
業 務 純 益 208� 193�
実 質 業 務 純 益 208� 193�
コ ア 業 務 純 益 194� 227�
コア業務純益（投資信託解約損益を除く） 129� 152�
経 常 利 益 529� 359�
当 期 純 利 益 513� 359�
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自己資本の状況
[自己資本額の構成に関する事項]
令和4年9月末の自己資本額は、前年度末より345百万円増加し、9,707百万円となりました。
自己資本比率は、前期末よりも0.02ポイント減少し8.30％となりましたが、経営の健全性の目安とされる国内基準
4％を引き続き大幅に上回っています。� （単位：百万円）

項　　目 令和4年3月末 令和4年9月末
コア資本に係る基礎項目の額（イ） 9,624 9,977
コア資本に係る調整項目の額（ロ） 262 269
自己資本の額（（イ）－（ロ））（ハ） 9,362 9,707
リスク・アセット等の額の合計額（ニ） 112,438 116,924
自己資本比率（（ハ）／（ニ）） 8.32％ 8.30％
信用リスクに対する所要自己資本の額 4,253 4,432
オペレーショナル・リスクに対する所要自己資本の額 244 244
単体総所要自己資本の額 4,497 4,676

預金及び貸出金の推移

個人 74.1%

法人 20.7%

公金 4.9% その他 0.2%
[預金者別残高の構成比]

令和4年9月末のコア業務純益は227百万円、経常利益は359百万円、当期純利益は359百万円となりました。

[貸出金業種別残高の構成比]
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[自己資本額の推移]



信用金庫法開示債権（リスク管理債権）及び金融再生法開示債権保全・引当状況

有価証券の時価情報

■市場価格のない株式等及び組合出資金� （単位：百万円）

令和4年3月末 令和4年9月末
貸借対照表計上額 貸借対照表計上額

子会社・子法人等株式 10 －
非上場株式 97 97
組合出資金 106 148

合　　　　計 214 245

■満期保有目的の債券　該当ありません。
■その他有価証券で時価のあるもの� （単位：百万円）

令和4年3月末 令和4年9月末
貸借対照
表計上額

取得原価
（償却原価） 評価差額 貸借対照

表計上額
取得原価

（償却原価） 評価差額

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

株 式 10 7 2 － － －
債 券 18,750 18,536 214 13,885 13,755 129
国 債 1,061 1,035 25 951 931 19
地方債 10,228 10,125 102 7,592 7,523 68
社 債 7,460 7,374 85 5,341 5,300 41

そ の 他 11,086 10,441 645 8,570 7,930 640
小 計 29,847 28,985 861 22,456 21,686 770

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

株 式 161 197 △36 193 238 △45
債 券 17,085 17,553 △467 21,412 22,472 △1,060
国 債 6,813 7,075 △262 7,502 8,072 △569
地方債 2,059 2,099 △40 3,019 3,099 △79
社 債 8,212 8,377 △165 10,890 11,300 △410

そ の 他 15,790 16,934 △1,143 16,395 18,547 △2,152
小 計 33,037 34,685 △1,648 38,001 41,259 △3,257

合　　　　計 62,884 63,671 △786 60,457 62,945 △2,487
（注）�1.�貸借対照表計上額は、令和4年9月末日における市場価格等に基づいております。
� 2.�上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。
� 3.�市場価格のない株式等及び組合出資金は、本表には含めておりません。

� （単位：百万円、％）

区　　分

令和4年9月末

開示残高
（ａ）

保全額
（ｂ）

保全率
（ｂ）／（ａ）

引当率
(ｄ)／（ａ－ｃ）担保・保証等による

回収見込額（ｃ）
貸倒引当金
（ｄ）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 4,385 4,385 752 3,633 100.00 100.00
危険債権 2,038 1,635 951 683 80.19 62.87
要管理債権 50 67 36 31 134.97 227.12
三月以上延滞債権 － － － － － －
貸出条件緩和債権 50 67 36 31 134.97 227.12

小計（Ａ） 6,474 6,088 1,739 4,348 94.03 91.84
正常債権（Ｂ） 130,293 � � � � �
総与信残高（Ａ）＋（Ｂ） 136,768 � � � � �

■売買目的有価証券　該当ありません。
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フォントを採用しています。

こんなお困りごとはありませんか?
「最近、SDGsという言葉をよく耳にするけど、一体なに?」
「SDGsに取組みたいけど、何から始めればいいの?」
「自社の強みを活かしSDGsに取組みたいけど、
サポートを受けられないの?」

SDGsに取組むと…
新たな市場の開拓、
他社との差別化
企業イメージの向上、
ESG投資による資金調達 等

もりしん「SDGｓ診断サービス」
「SDGｓ私募債（ちいきのミライ）」

もりしんでは、お客さまのSDGsに係る課題解決に向け、
「SDGs診断サービス」「SDGs私募債（ちいきのミライ）」をご提供

＜SDGs診断サービス その①＞
選択式のアンケート4分野・合計40問の設問にご回答いただいた
情報をもとに、お客さまのSDGsの取組状況を診断レポートとして、
ご提供します。

無料

＜SDGs診断サービス その②＞
上記①の診断レポートを踏まえ、お客さまのSDGs行動宣言書を
作成のうえ、ご提供します。

無料

＜SDGs診断サービス その③＞
お客さまのご要望を踏まえ、課題解決に向けた金融商品、サービ
スをご提案します。
※ご提案は無料となりますが、商品のご契約等にあたっては、料金が発生する場合

がございますので、詳細は別途ご確認ください。

無料

＜提案例： SDGs私募債（ちいきのミライ）＞
私募債を発行する際、 企業にご負担いただく手数料（財務代理手数料、引受手数料）のうち、
発行額の 0.20％相当額以上をご指定いただく地域の学校や公共施設に、 SDGs達成を用途と
する物品または金銭を寄附していただけるものです。

【ご留意事項】
・  「SDGs診断サービス」は、令和4年3月8日、当金庫が東京海上日動火災保険株式会社とSDGsに係る包括連携協定を締結し、

同社より提供を受けております。
・本サービスのご相談は、お近くの当金庫本支店へお問い合わせください。


